
 

 

 

◎ＣＳ通信「南風」について 

コミュニティスクールに向けて「先生方が充実した地域教材、地域人材活用授業の村上さ 

んからの紹介」「学校運営協議会に向けた取り組みや進捗」「村上さんの感じたあれこれ」 

などをお伝えするのがＣＳ通信です。 

題名「南風通信」の意味は 

・海に近いから 

・太陽の日差しや南からの海風など、明るく 

 楽しいイメージがあるから 

・マンガ「タッチ」の朝倉南さんの実家、喫茶店の名前から 

です。「コミュニティルーム」の愛称も「南風」でいこうと考えています。（他にも、『海街： 

うみまち』なんて候補もありました。それにしても、スナックや飲み屋さんみたいですが） 

 

◎村上さんの再びのご紹介 

・榛原の「はりはら塾」、相良の「田沼塾」で、頼まれて６つのパソコン講座を行っている。 

・橋向の「イチロク会」（Ｈ１６年にできたので）草刈りボランティアやディスコンなどを 

行っている。 

 ・スポーツ好き（相撲二段、ジョギング「100km/月」が目標 痛風で苦戦中！） 

・野村眞理子先生と親類 

・学生協の大石さんとは駅伝で一緒に走ったり、練習したりした仲である。 

・川崎コミュニティ防災センター事務局の野村さんと従兄弟 

・「インディアカ」（ニュースポーツ）ローカル部の運営をしている。 （文責 教頭） 

 

勝間田小学校 CSを見学しました 

杉山教頭と CS モデル校の勝間田小学校を見学しました。玄関に入って、いきなり聞こえてきた

のは子供たちのはしゃいだ声でした。その側には子供たちと笑顔で会話している鈴木ＣＳＤの姿が

ありました。すでに学校に溶け込んでいる鈴木ＣＳＤを目の当たりにして「いいなー」と、コミュ

ニティルームに通されて、今度は「すごい！」でした。室内の展示物や資料に目を奪われながらも

鈴木ＣＳＤや中島教頭の体験談やアドバイスをうかがいました。事前に質問内容を準備して臨んだ

のですが、情報満載の展示物や掲示物を見ただけで殆どの質問は不要となりました。活動の足跡を

残すことにすごく工夫されている。特技や趣味を持つ多くの地域の達人の

皆さんに支えられていることがよくわかりました。今回の見学で一番心に

残ったのは「学校運営協議会のメンバーは学校のために汗をかいてくれる

方々に」という言葉でした。自分もこれから（学校のために）汗をかく人

になろうと思います。後日、鈴木ＣＳＤから「ＣＳには基本形はないので

村上流で頑張ってください」とのメールをいただき、「うん、そうだな」と
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心でつぶやきました。自分の役割は地域の「達人さん」を探して学校に入ってもらうことｶﾅ。とに

かく失敗を恐れず、且つ先生方と連携して川崎小学校ＣＳの色を出していきたい、それには、まず

学校を知ること、地域でネタを探すことからやっていきたいと思います。まず、汗をかきます！ 

 

５年生の福祉体験より 2020/11/13 

ＣＳＤとして、はじめて参加した授業は５年生の福祉体験でした。 

社会福祉協議会の皆さんにお越しいただいて「手話」について学びました。 

お話をしてくださったのは、聴覚障がいをもつ金原さんと手話通訳の増田さんと藤井さんです。 

金原さんからは、「スマホを目覚まし時計の代わりに

していたが、バイブが弱いので、振動する枕を使って今

はうまくいっている」「コロナの影響で皆がマスクをし

ているので、話す人の口元の動きわからなくて困ってい

る」など日常の生活で「普通にできること」「できるた

めに工夫していること」「困っていること」についてお

話を聞きました。質疑では「耳の聞こえない人をどのよ

うに見分けたらいいのか？」「音楽はどのようにして聴

くのか？」「どのようにして手話を覚えたのか？」「（補

助のために）使っている機械はありますか？」などなど

沢山の質問がありました。最後に手話の基本をいくつか

教えていただきました。通訳の方からは「表情や身振り

も大切なんだよ」と言われ、子供たちも納得の表情でした。子供たちから覚えたての手話で「あ

なたは静岡県を好きですか？」「あなたは犬が好きですか？」「あなたは焼き肉が好きですか？」

などの質問に、金原さんが笑顔と手話で応えるといった場面もあり、大変意義のある福祉体験

になりました。                          

「川小応援隊（仮称）」を始めます！ 

コミュニティスクール導入に伴い、学校支援活動をお願いしている「祖父母の会」「授業

支援」「読み聞かせボランティア」「クラブ活動支援」等々の皆さんを「川小応援隊」として、

主にＣＳＤが窓口（ご用聞き）となって対応することを進めています。先生方や学校支援地

域本部や静波区・川崎区などのご協力をいただいて、「川崎応援隊リスト（仮称）」を作成し

ていきます。 

※既存のボランティアさんだけなく、新規のボランティアさんを募集していきます。 

（文責 CSD村上） 


